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	５） 東ブロック


共同宣教司牧東ブロック会議の運営を円滑にするための試みとして、2003年から小教区ブロック担当者、すなわち東ブロックの各小教区から１名づつの代表者４名による事前打ち合わせを行ってきた。その活動内容は、ブロック会議の議案の作成、会議の進行についての検討、各小教区の行事等のスケジュールの摺り合わせ、ブロック主催行事の実行委員会の立ち上げ準備などである。この小教区ブロック担当者は、東ブロック独自のものである。この小教区ブロック担当者の活動によって、それ以前に比べてブロック会議が円滑に行われるようになり、ブロック内の各小教区同士の連携がより密になることができた。しかしながら、その反面、ブロック内でトップダウン的な要素、即ち一部の者が決めたものをブロック会議参加者に通達する形式に陥りやすいという欠点があることに昨年秋に気づいた。

その典型的な現れは、2003年と2004年のブロック宣教計画の立案、2004年宣教計画中間報告の作成、さらに2004年の短期計画のひとつのブロック会議規約作成にみられた。これらは小教区ブロック担当者とブロック事務局による何度かの会議で話し合って原案作成をし、その内容はブロック会議で説明され、出席者によって承認された。しかしこれでは、これらの計画や規約などがそれぞれの参加者の内面から導き出されてきたものではないので、宣教計画などの内容がブロック会議の参加者のものになっていない。つまりブロック会議が、行事の報告が中心になった行事ごなしの繰り返しになってしまい、この宣教計画を中心に置いたブロック会議になり得なかった。もし2003年2004年と同じ方法で2005年宣教計画を立てることになれば同じことが繰り返されることが危惧された。ブロック会議の参加者で十分な話し合い、あるいは分かち合いという中から出てきた宣教計画でなければならないはずである。自分たちの中から湧き出てきた宣教計画でなければ、小教区へ持ち帰って小教区の多くの信徒に伝えることもできない。
以上の点から、２年前にスタートした東ブロック会議運営方針の路線が不十分であることに、ブロック会議の構成メンバーがようやく気づいた。　

そこで、東ブロック会議では、臨時会議を招集して、ブロック会議そのものについて分かち合いを行った。これと同時並行で、東ブロック担当司祭団の会議でも司祭の分かち合い・話し合いが行われた。司祭団には定期的な会議があり、また小教区ブロック担当者の会合も定期的に行われてきたものの、両者の間での話し合いの場がなかった。両者の連絡を密にしなければならない、という時期が訪れたことにようやく気づいたのである。そして、ブロック司祭団とブロック担当者の初めての合同会議を行った。
　臨時会議における分かち合いとブロック司祭団・ブロック担当者合同会議を経て、その中から出てきた問題点と今後の課題は、以下の通りである。

１．司祭団と信徒の間の連携が密ではなかった。司祭と信徒の共生性が必要であり、この連携の改善のために、ブロック司祭団とブロック担当者合同会議を定期的に開催する。これにより司祭が信徒にアドバイスを与える機会が増えることに結びつく。

２．ブロック会議議事録はブロック事務局に委ねられていた。議事録そのものを検討する機会がない。ブロック会議で出た意見を、個人の私見ではなく、共通認識としてブロック会議の意見に昇華させるためのプロセスを踏む必要がある。具体的な方策をこれから検討してゆく。

３．小教区とブロックとの繋がりの拙さがある。今後、教区の方向性が語られている司教の年頭書簡についての分かち合いの場を持つための方策を、ブロックで検討すべきである。

　以上の事柄を踏まえた上で、東ブロック会議では、2005年度宣教計画を立てた。
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